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 今月の話題 

引き続き 

 ７月下旬に生育調査を実施しました。７月
の気温が例年に比べ高く、生育は早まっていま
す。８月も気温が高く推移すると予想され、収
穫がさらに早まる恐れがあります。 
 早急に機械の点検準備をはじめましょう！ 

（登熟期間33日） 

 みずかがみ（全農基準）・コシヒカリ・特
別栽培米コシヒカリで個袋及びフレコンに
て出荷した検査等級が1等の米 

 ＪＡ自主分析で、整粒８０％以上・
食味値８０点以上の米 

要件 

チャレンジ88 

病害虫防除所発表 
斑点米カメムシ類 
発生量 やや多 

 斑点米カメムシ類すくい取り調査
を行いました。今年は県内におい
て全体的に平年に比べ発生量が
多く、米原・近江管内においても
発生の多い場が見受けられ注意
が必要です。ほ場にカメムシ類を
寄せ付けないために適期防除と継
続した畦畔の除草を行いましょう。 

 ＪＡレーク伊吹 経済部 営農企画課 
TEL 0749-63-2101  FAX 0749-64-2085 
 

 米原・近江支店担当 谷城 敏生です。 
     携帯 080-4761-6531 

 ＪＡレーク伊吹 経済部 営農企画課 
TEL 0749-63-2101  FAX 0749-64-2085 
 

長浜北・長浜東支店北部担当 野邉 裕之 
携帯 080-4768-6531 

 8月上旬に斑点米カメムシ類発
生調査を行いました。ヒエが多い
圃場や、山間部近くの圃場でカメ
ムシが発生しておりました。病害
虫について圃場を今一度ご確認
ください。 

病害虫防除所発表 
斑点米カメムシ類 
発生量 やや多い 



出穂期とは 
圃場の4割が
出穂した日 

●出穂期か ら見 る収穫予測 ( 5月上旬植え コ シ ヒ カ リ の場合 )  

 
 

 
 

登熟日数 収穫予定日  

収穫日を 
予測しよう 

7月28日 
～30日 

出穂確認日  

8月31日～ 
９月２日 

   

米の長さ、幅は出穂後５日～１５日
頃までに決まり、最も水を必要とする時
期です。米粒の厚さは、収穫間際まで、
太り続けます。最後まで、“しっかり”と入
水を！また、立毛中の胴割粒の発生も
防止します。 

出穂後３週間の水管理 

高温に関する異常天候早期警戒情報（近畿地方） 
平成30年7月30日  大阪管区気象台 発表 
 
要早期警戒（気温） 
警戒期間 8月4日頃からの約1週間 
対象地域 近畿地方 
警戒事項 かなりの高温 
確率   30％以上 
 

8月中旬頃に注文書を配布予定です 

カドミウム吸収抑制対策 
収穫後の土づくり資材の散布も忘れずに 

出穂期の高温・・・乳白粒の増加 

高温、高夜温によるイネの活力の消耗が激しくなります。そのた
め、地温を下げてイネの消耗を抑える事で品質低下リスクを減
らしましょう。出穂前後3週間は常時湛水として下さい。 

出穂後の気象が白未熟粒の発生に及ぼす影響 

乳白粒 
登熟初中期に籾数過多や低日射によ
り光合成能力が減少すると起こる。 

背白、基
白粒 

出穂後20日間の平均気温が26℃以上
の高温時かつ高日射条件で増加。 

米の 

高温下では、品質低
下が一層助長されてし
まいます。収穫作業に
支障のない程度に落
水は遅らせましょう。 向こう１カ月予報 

  (Ｈ30,7,26大阪管区気象台発表) 

平均気温 高い見込 

降水量 平年並か多い見込 

日照時間 ほぼ平年並 

出穂後20日間の平均気
温が26℃以上の高温時
かつ高日射条件で増加。 

登熟初中期に高
温、日照不足で
増加傾向。 

このような事が予測
されるのか…今後の
対策をしなきゃ！ 

 猛暑に備える品質向上対策  

品質向上対策として 

注意  

胴割粒 

乳白粒 

出穂期の少雨・・・胴割れ粒の増加 

立毛中に気象条件などにより籾が急激に乾燥、また
は吸湿する場合。特に出穂時期の高温が影響する。 

胴割粒の発生条件 

大阪管区気象台（7/25発表） 

向こう1か月の予報のポイント 
 太平洋高気圧に覆われやすく、平均気温は高い見込み 
 日照時間は、多い見込み 
 降水量は、少ない見込み 

8月上旬までは高温傾向のため、心白・腹白粒、胴割粒発生が心配されます！！ 

胴割粒対策 

心白・腹白粒対策 

 出穂以降のこまめな入水による地温低下 
 出穂以降の常時湛水管理 

 早期落水しない 
 水管理による地温の低下・過度な土壌乾燥防止 
 刈遅れ防止 
 コンバイン収穫は低スピードで衝撃を抑える 
 収穫後の急激あるいは過度の乾燥防止 

出穂後10日間の気温が高温で
推移すると胴割れしやすくな
ります。 

気象庁の8月上旬
までの予報が大きく
変わりました 

 出穂以降のこまめな入水による地温低下 
 出穂以降の常時湛水管理 

 

 早期落水しない 
 水管理による地温の低下・過度な土壌乾燥防止 
 刈遅れ防止 
 コンバイン収穫は低スピードで衝撃を抑える 
 収穫後の急激あるいは過度の乾燥防止 

 
 

乳白粒 

背白粒 
基部 
未熟 

整粒 出
穂
後
日
射
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多 

少 低 高 
出穂後20日間の平均気温 

籾数過多で増加 

葉色が薄いと増加 

出穂後の気温が白未熟粒の発生に及ぼす影響 

対策①：心白・腹白粒対策 
 

対策②：胴割粒対策 
 

 7月下旬の梅雨明けから高温が連日続いています。気象庁の8月上旬までの
予報が大きくかわりました。8月に入ってからも高温傾向の予報が出ていますので、
高温対策が必要となります。 

心白・腹白粒 

 収穫予測を行い、スムーズに収穫作業を行える
よう事前準備を行う 

 コンバイン収穫は低スピードで行う 
 収穫後の急激あるいは過度の乾燥を行わない 

【登熟日数の考え方】 コシヒカリの場合、登熟日数は積算温度を900℃～950℃で計算します  
              登熟日数 = 積算温度/平均気温 

  近年、温暖化等の影響もあり出穂以降の気温が高く登熟日数が短かくなる
傾向があるため今後の気温に注意いただく必要があります。 

 
 

34日 

 収穫適期を過ぎると、胴割粒や白未熟粒の発生割合が増加し品質低下に繋がります。高品質米
生産のために収穫予測を行い適期収穫に繋げましょう。 
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刈遅れによる白未熟粒と胴割粒の発生割合 

(1000粒中) 

白未熟粒・胴
割粒の 

割合が増加 



 カドミウムの吸収抑制
対策と併せて、乳白粒
と胴割粒対策にも 

   効果大 

適期よりも早い 青米が多くなり、未熟粒の混入
増加や収量低下の要因となる。 

適期よりも遅い 胴割米、白未熟、茶米が増加。 

出穂後３週間の水管理 

8月中旬頃に注文書を配布予定です 

カドミウム吸収抑制対策 
収穫後の土づくり資材の散布も忘れずに 

出穂後の気象が白未熟粒の発生に及ぼす影響 

乳白粒 
登熟初中期に籾数過多や低日射によ
り光合成能力が減少すると起こる。 

背白、基
白粒 

出穂後20日間の平均気温が26℃以上
の高温時かつ高日射条件で増加。 

米の 

7月 8月 9月 

対策① 収穫予測 

 適期より10日遅れる
事で白未熟粒の割
合は約2.1倍増加 
 

 胴割粒は約2.5倍増
加 

胴割粒対策 

籾黄化率か ら の収穫予測  

品 質 
の 悪 
い お 
米 の 
割 合
（％） 
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落水時期に つ い て  

乳白粒対策 
 

胴割粒対策 
 

適期より10日遅れる事で 

白未熟粒 約2.1倍増加 

胴割粒 約2.5倍増加 

品質向上のための収穫予測と水管理 

年次      品種   コシヒカリ 日本晴 秋の詩 

昭和62年～ 
平成19年 

36日 
(32～40日) 

41日 
(34～49日) 

━ 

平成20年～29年 
34日 

(30～37日) 
36日 

(32～40日) 
39日 

(34～42日) 

登熟日数の比較（滋賀県農業技術センターデータより） 

※()内は各期間の最小～最大日数。「日本晴」は平成18～22年の5年間。 

乳白粒対策 
 

胴割粒対策 
 

出
穂
期 常時湛水 

3週
間 

3週
間 収穫期 

早期落水
防止！ 

 カドミウムの
吸収抑制 
    対策
と併せて、 
乳白粒と胴
割粒対策に
も 

     効
果大 

品質向上のため
の水管理 

品 質 の 悪 い お 
米 の 割 （％） 
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落水時期に つ い て  

①収穫予測を行い、スムーズな収穫作業に入るた   
  めの事前準備を行う 
②コンバイン収穫は低スピードで行う 
③収穫後の急激な乾燥や過度の乾燥を行わない 

その他対策として・・・ 

遅植えによる登熟期の高温回避や 
作期分散・作付け品種の分散も有効 

●籾黄化率からの収穫予測 

 出穂以降の常時湛水管理 
 高温による地温上昇を防ぐために出穂以降のこまめな入水 
 収穫作業に支障が出ない程度にできるだけ早期落水を行わない 

収
穫
期 

出
穂
期 

常時湛水 

3週間 3週間 

早期落水防止！ 

7月 8月 9月 

●出穂期後3週間は常時湛水管理を継続しましょう 

籾黄化率
50％ 

籾黄化率
85％ 7日 

収穫予定日  
「収穫適期判定
シート」を活用し
圃場に入って穂を
確認しましょう！ 

水管理における白未熟粒と胴割粒の発生割合（％） 
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落水時期に つ い て  

近年出穂以降の気温が
高く登熟日数が短い傾向 

 高温下では、品質 
 低下が一層助長され 
 てしまいます。収穫作 
 業に支障のない程度 
 に落水は遅らせ 
 ましょう。 

近年、温暖化等の影響もあり出穂以降の気温が高く登熟日数が短くなる 
傾向があるため今後の気温に注意いただく必要があります。 



お米は商品です。鮮明な押印、記載をして頂き、 

それぞれ記入欄の枠外へはみ出さないで下さい。 

ﾚｰｸ伊吹の動き 

農政ダイジェスト 農業・地域の雑誌「地上」より抜粋 
  ~定価（税込）606円 購読申込受付中~ 

米袋の表示について 

９月は神照カントリーに勤務しております。 
定期訪問にお伺いできませんので、予めご了承ください。 

080-4768-6531 
お問い合わせ等ございましたら、お
気軽にケータイにご連絡下さい。 

点検は必ずエンジン 
を止め、巻き込まれ 
やすい服装は避ける 

 

 

表示方法 

30年産(元号省略可能) または 平成30年産 

 これまでに紙袋に印刷された検査証明欄の年産欄の表示については、

和歴で「平成○年産」となっていました。「平成」標記がある紙袋につ

きましては、できるだけ今年で使い切って頂くようお願いします。 

 消費者(実需者)に渡った
時点で30㎏必要ですので
皆掛重量は検査に必要な
重さと保管中の目減りを加
味し、30,6㎏にして下さい。 

滋賀県に設定されている
銘柄のみ表示可能です。 

1 

コシヒカリ 

 

等級 

検査年月日 
及び 

検査員認印 

新 

旧 

確認！ 

鮮明な押印、記載等 
記入欄の枠外にはみ出さない！ 

出荷用米袋には元号が記入されておりません。元号は省略できます。 
  【記入例】     
    1年産及び元年産、令和1年産、令和元年 

田華の豊稲による土づくり～来年度に向けて～ 

アルカリ補給効果 

稲わら分解促進 
ＰHの上昇・適正維持 
ｶﾄﾞﾐｳﾑの吸収抑制効果 

リン酸補給効果 

根の生育促進 
草型改善・根量確保 

秋落ち軽減 

ケイ酸補給効果 

倒伏軽減 
品質向上 
病害虫抑制 

 ＪＡレーク伊吹の土づくり資材は、各種成分がバランスよく含まれることで、カドミウ
ム吸収抑制の対策に加え、水稲を健全に育て、収量や品質の向上につながります。 
 安全で高品質生産のために、継続的な土づくり資材の施用が必要です。 

※新元号に伴う年産欄の元号 
及び年産数字の訂正方法 

コシヒカリ 

※平成の元号が入っている 
  袋を使用される場合 

横一線で抹消 

1 

湛水管理調査実施 
  JAレーク伊吹では、7月17日から26日にかけ
て、湖北農業農村振興事務所、米原市、天の
川・入り江の土地改良区とともに湛水管理調査
を実施しました。調査の結果、湛水管理の実施
不十分なほ場が見られましたので、今後も収穫
間際までの常時湛水管理を啓発し、玄米中の
カドミウムの抑制に繋げます。 

棚田地域振興法が成立 
  棚田地域振興法が参議院本会議にて前回
一致で可決、成立した。棚田の荒廃を防ぐこと
で、農産物の供給や伝統文化の継承といった
棚田地域の多面的機能が生み出す恩恵を保
全することが目的。国が主体となって棚田地域
を振興する枠組みを作り、農業生産に限らない
多様な活動を省庁が支援できるようにする。 

輸出拡大のための新組織の設置を決定 
  政府は農林水産物・食品の輸出拡大のた
めに、関係省庁の総合調整を行う新組織の設
置を決めた。新組織は各国の輸入規制に対
する交渉や、国内での手続きをまとめて管理す
る司令塔の役割を果たす。手続きの時間を短
縮することで、輸出を拡大させることが狙い。 

若者の食へ意識低さ目立つ 
  政府は2018年度版の食育白書を閣議決
定した。20代～30代の若年層で、朝食につい
て「ほとんど食べない」と答えた人は17.9％、週
に2、3回しか食べないとした人は9.0％おり、約
3割の若者が朝食を抜きがちとなっていた。前年
度に比べ、割合は増加している。 


